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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第２四半期連結
累計期間

第43期
第２四半期連結
累計期間

第42期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 （百万円） 28,496 28,560 61,225

経常利益 （百万円） 1,948 1,227 4,138

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,214 760 2,551

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,205 865 2,528

純資産額 （百万円） 29,056 30,547 30,071

総資産額 （百万円） 37,105 38,049 39,049

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 39.43 24.65 82.79

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 38.48 23.96 80.70

自己資本比率 （％） 77.9 79.8 76.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 2,146 △1,210 3,332

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △893 △602 △2,663

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,425 △1,048 1,115

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 6,792 3,035 5,897

 

回次
第42期

第２四半期連結
会計期間

第43期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 20.85 16.95

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．平成26年６月１日付で１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

   　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、政府の景気対策もあり穏やかな回復基調が続きました

が、消費増税の影響に加えエネルギー価格の高騰等により、個人消費は落ち込み回復が遅れています。

国内の自動車販売業界におきましても、駆け込み需要の反動減により販売は期初に大きく減少し、その後やや

持ち直したものの、依然として低迷が続く厳しい状況となりました。第２四半期までの軽自動車を含めた新車販売

台数は、2,473千台となり、前年同期に比べ2.8％減少いたしました。同期間の軽自動車を含めた中古車登録台数は

3,102千台（前年同期比4.4％減少）と前年同期実績を下回りました。また、外国メーカー車につきましては、第２

四半期までの新車登録台数は124千台（前年同期比9.1％減少）となりました。

このような状況のもと、当社グループの経営成績は、以下のとおりとなりました。

売上高は、前年同期に比べ64百万円増加の28,560百万円（前年同期比0.2％増加）となりました。利益につきま

しては、営業利益は前年同期に比べ717百万円減少の1,189百万円（同37.6％減少）、経常利益は前年同期に比べ

721百万円減少の1,227百万円（同37.0％減少）となりました。四半期純利益は、前年同期に比べ454百万円減少の

760百万円（同37.4％減少）となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。なお、営業利益合計と連結営業利益の差額は、主に報告セグ

メントに帰属しない持株会社に属するものであります。

①　国産車販売事業

　売上高は、前年同期に比べ792百万円減少の11,875百万円（前年同期比6.3％減少）となりました。営業利益

は、前年同期に比べ250百万円減少の454百万円（同35.6％減少）となりました。

②　輸入車ディーラー事業

　売上高は、前年同期に比べ857百万円増加の16,684百万円（前年同期比5.4％増加）となりました。営業利益

は、前年同期に比べ419百万円減少の595百万円（同41.3％減少）となりました。

（単位：百万円）

 

 

国産車販売事業 輸入車ディーラー事業

売上高 営業利益 売上高 営業利益

 

当第２四半期

連結累計期間

        

11,875  454  16,684  595  

前第２四半期

連結累計期間
　12,668  　705  　15,827  1,015  

　増減率 △6.3 ％ △35.6 ％ 5.4 ％ △41.3 ％
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

2,861百万円減少の3,035百万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況と主

な要因は次のとおりです。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果支出した資金は、1,210百万円（前年同期は2,146百万円の収入）となりました。

　これは、主に税金等調整前四半期純利益1,227百万円、減価償却費391百万円、売上債権の減少額143百万円が

ありましたが、法人税等の支払額1,425百万円やたな卸資産の増加額1,304百万円があったことによるものであり

ます。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果支出した資金は、602百万円（前年同期比291百万円減少）となりました。

　これは、主に定期預金の払戻による収入800百万円がありましたが、定期預金の預入による支出500百万円及び

有形固定資産の取得による支出794百万円があったことによるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動の結果支出した資金は、1,048百万円（前年同期は1,425百万円の収入）となりました。

　これは、主に短期借入金の純減額460百万円及び配当金の支払額462百万円によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 44,126,024 44,126,024
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 44,126,024 44,126,024 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成26年６月26日

新株予約権の数（個） 1,620（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 162,000（注）２

新株予約権の行使時の払込金額（円） １

新株予約権の行使期間
自 平成26年８月１日

至 平成56年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格     １

資本組入額     １（注）３

新株予約権の行使の条件

①当社の取締役の地位を喪失した日または当社子会社の

取締役または執行役員の地位を喪失した日（子会社の

取締役または執行役員を兼務している場合は、そのい

ずれの地位も喪失した日。執行役員については、その

地位を喪失した日または従業員退職のいずれか遅い日

とする。）のそれぞれの翌日から原則として10日間内

に一括して行使する方法によってのみ、新株予約権を

行使できるものとする。

②新株予約権者が死亡により退任した場合は、その相続

人は相続開始から３か月間に限り各募集新株予約権を

行使できるものとする。ただし、取締役会が相続人の

行使可能期間を延長した場合、延長後の行使可能期間

の満了するまで、当該相続人は各募集新株予約権を行

使できるものとする。

③その他の条件については、取締役会決議に基づき、別

途当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権

割当契約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役

会の決議による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株とする。

２．当社が株式分割または株式併合を行う場合には、次の算式により目的株式数を調整するものとし、調整の結

果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後目的株式数＝調整前目的株式数×分割・併合の比率

また、当社が吸収合併存続会社となる吸収合併を行う場合、当社が吸収分割承継会社となる吸収分割を行う

場合、または当社が完全親会社となる株式交換を行う場合、その他これらの場合に準じて募集新株予約権の

目的である株式の数の調整を必要とする場合、当社は必要と認める募集新株予約権の目的である株式の数の

調整を行う。

３．会社計算規則第17条第1項に従い計算される資本金等増加限度額（以下、「資本金等増加限度額」とい

う。）の2分の1に相当する額。ただし、1円未満の端数が生じる場合、その端数を切り上げるものとする。
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４．組織再編行為時の取扱い

当社が、合併（当社が消滅会社となる合併に限る）、株式交換または株式移転（以上を総称して「組織再編

行為」という。）をする場合であって、かつ、当該組織再編行為にかかる契約または計画において、会社法

第236条第1項第8号のイ・ニ・ホに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以

下の条件に基づきそれぞれ交付する旨を定めた場合に限り、組織再編行為の効力発生日（新設型再編におい

ては設立登記申請日。以下、同じ。）の直前において残存する募集新株予約権の新株予約権者に対し、当該

募集新株予約権の消滅と引き換えに、再編対象会社の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付するこ

ととする。

①　新株予約権の目的である株式の数または算定方法

組織再編行為の効力発生日の前日における本新株予約権の目的である株式の数に合併比率または株式交

換もしくは株式移転比率を乗じた数に必要な調整を行った数とし、上記（注）２に準じて調整する。

②　新株予約権の行使に際して出資される金額または算定方法

組織再編行為の効力発生日の前日における本新株予約権の出資金額に、必要な調整を行った額とし、上

記（注）２に準じて調整する。

③　新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権を行使することができる期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日か

ら、本新株予約権を行使することができる期間の満了日までとする。

④　再編対象会社による新株予約権の取得事由

残存新株予約権に定められた事項に準じて決定する。

⑤　譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の承認を要するものとする。

⑥　新株予約権の行使の条件

上記「新株予約権の行使の条件」に準じて決定する。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金　
増減額
（百万円）

資本準備金　
残高

（百万円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 44,126,024 － 6,321 － 6,439

 

（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈲ヤマサン 東京都町田市鶴間３丁目15－３ 11,884 26.93

損害保険ジャパン日本興亜㈱ 東京都新宿区西新宿１丁目26－１ 2,754 6.24

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 2,032 4.61

井上　順子　 東京都町田市 1,284 2.91

ビービーエイチ　フオー　フイデリテ

イ　ロー　プライスド　ストツク　フア

ンド

（常任代理人　㈱三菱東京ＵＦＪ銀行）

東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 871 1.97

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱

（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 547 1.24

井上　恵博 東京都町田市 520 1.18

三井住友海上火災保険㈱ 東京都千代田区神田駿河台３丁目９番地 508 1.15

ビービーエイチ　フイデリテイ　ピユー

リタン　フイデリテイ　シリーズ　イン

トリンシツク　オポチユニテイズ　フア

ンド

（常任代理人　㈱三菱東京ＵＦＪ銀行）

東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 450 1.02

ケーユーグループ従業員持株会 東京都町田市鶴間1670 438 0.99

計 － 21,291 48.25

　（注）当社は自己株式13,276千株（所有割合30.09%）を保有しておりますが、上記大株主の状況には含めておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 13,276,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,843,000 308,430 －

単元未満株式 普通株式　　　6,424 － －

発行済株式総数 44,126,024 － －

総株主の議決権 － 308,430 －

　(注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,600株含まれております。また、「議

決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数26個が含まれております。

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義　
所有株式数
（株）

他人名義　
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有　
株式数の割合
（％）

㈱ケーユーホールディングス
東京都町田市

鶴間1670番地
13,276,600 － 13,276,600 30.09

計 － 13,276,600 － 13,276,600 30.09

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,687 3,525

受取手形及び売掛金 1,896 1,752

有価証券 113 112

商品及び製品 6,227 7,245

仕掛品 65 58

原材料及び貯蔵品 174 179

前払費用 100 170

繰延税金資産 282 220

その他 866 1,179

貸倒引当金 △5 △4

流動資産合計 16,408 14,438

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,662 7,280

機械装置及び運搬具（純額） 739 900

工具、器具及び備品（純額） 85 118

土地 13,182 13,182

建設仮勘定 108 1

有形固定資産合計 20,779 21,484

無形固定資産 27 30

投資その他の資産   

投資有価証券 1,165 1,430

繰延税金資産 23 18

その他 653 656

貸倒引当金 △8 △7

投資その他の資産合計 1,834 2,096

固定資産合計 22,640 23,611

資産合計 39,049 38,049
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,909 1,495

短期借入金 600 140

1年内返済予定の長期借入金 246 246

未払金及び未払費用 559 501

未払法人税等 1,050 381

賞与引当金 294 246

その他 1,682 1,931

流動負債合計 6,342 4,942

固定負債   

長期借入金 908 784

繰延税金負債 1,226 1,266

資産除去債務 81 81

その他 419 426

固定負債合計 2,634 2,559

負債合計 8,977 7,502

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,321 6,321

資本剰余金 6,439 6,439

利益剰余金 21,737 22,034

自己株式 △4,750 △4,750

株主資本合計 29,747 30,044

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 196 301

その他の包括利益累計額合計 196 301

新株予約権 128 201

純資産合計 30,071 30,547

負債純資産合計 39,049 38,049
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 28,496 28,560

売上原価 22,849 23,243

売上総利益 5,646 5,317

販売費及び一般管理費 ※ 3,740 ※ 4,128

営業利益 1,906 1,189

営業外収益   

受取利息 4 4

受取配当金 6 8

受取地代家賃 24 24

その他 25 25

営業外収益合計 61 62

営業外費用   

支払利息 1 4

賃貸費用 14 14

その他 3 5

営業外費用合計 19 24

経常利益 1,948 1,227

特別利益   

新株予約権戻入益 30 －

特別利益合計 30 －

税金等調整前四半期純利益 1,979 1,227

法人税、住民税及び事業税 788 418

法人税等調整額 △23 49

法人税等合計 764 467

少数株主損益調整前四半期純利益 1,214 760

四半期純利益 1,214 760
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,214 760

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9 105

その他の包括利益合計 △9 105

四半期包括利益 1,205 865

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,205 865

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,979 1,227

減価償却費 356 391

受取利息及び受取配当金 △11 △13

支払利息 1 4

売上債権の増減額（△は増加） 185 143

たな卸資産の増減額（△は増加） 31 △1,304

仕入債務の増減額（△は減少） △116 △414

その他 596 17

小計 3,023 53

利息及び配当金の受取額 11 13

利息の支払額 △1 △4

法人税等の還付額 － 152

法人税等の支払額 △887 △1,425

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,146 △1,210

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,000 △500

定期預金の払戻による収入 500 800

投資有価証券の取得による支出 － △99

有形固定資産の取得による支出 △399 △794

無形固定資産の取得による支出 △3 △4

その他の収入 27 24

その他の支出 △18 △28

投資活動によるキャッシュ・フロー △893 △602

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 480 △460

長期借入れによる収入 1,200 －

長期借入金の返済による支出 △23 △123

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △230 △462

その他の支出 － △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,425 △1,048

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,678 △2,861

現金及び現金同等物の期首残高 4,113 5,897

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,792 ※ 3,035
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

販売諸掛 437百万円 532百万円

広告宣伝費 264 294

役員報酬 223 271

給与手当 1,089 1,160

賞与引当金繰入額 145 136

減価償却費 258 290

租税公課 190 225

賃借料 277 238

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 7,791百万円 3,525百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,010 △500

公社債投資信託（フリーファイナンシャル

ファンド）
10 10

現金及び現金同等物 6,792 3,035
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 231  15円00銭  平成25年３月31日  平成25年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月７日

取締役会
普通株式 308  20円00銭  平成25年９月30日  平成25年12月９日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 462  30円00銭  平成26年３月31日  平成26年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月７日

取締役会
普通株式 308  10円00銭  平成26年９月30日  平成26年12月８日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：百万円）

 
国産車
販売事業

輸入車
ディーラー
事業

合計

売上高    

外部顧客への売上高 12,668 15,827 28,496

セグメント間の内部売
上高又は振替高

119 192 311

計 12,787 16,020 28,808

セグメント利益 705 1,015 1,720

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

                                                                 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,720

当社とセグメントとの内部取引消去額 540

セグメント間取引消去 2

全社費用（注） △357

四半期連結損益計算書の営業利益 1,906

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：百万円）

 
国産車
販売事業

輸入車
ディーラー
事業

合計

売上高    

外部顧客への売上高 11,875 16,684 28,560

セグメント間の内部売
上高又は振替高

77 143 220

計 11,953 16,827 28,781

セグメント利益 454 595 1,050

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

                                                                 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,050

当社とセグメントとの内部取引消去額 567

セグメント間取引消去 4

全社費用（注） △433

四半期連結損益計算書の営業利益 1,189

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 39円43銭 24円65銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,214 760

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,214 760

普通株式の期中平均株式数（千株） 30,814 30,849

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 38円48銭 23円96銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 758 881

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

平成18年７月21日取締役会決議

によるストック・オプション
 
上記の新株予約権は、平成25年

７月31日をもって権利行使期間

満了により失効しております。

－

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

平成26年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

中間配当による配当金の総額　　　　　　     308百万円

１株当たりの金額　　　　　　　　　　　      10円00銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成26年12月８日

（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月14日

株式会社ケーユーホールディングス

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野島　透　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内野　福道　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ケー

ユーホールディングスの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26

年７月１日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半

期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ケーユーホールディングス及び連結子会社の平成26年９月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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